
第１回函館市観光アドバイザー会議 会議録  
 

 

１ 日 時  平成１７年９月１４日（水）14:00~15:45 

２ 場 所  アクロス十字街 大会議室  

３ 参集者  ・別紙出席者名簿のとおり  

       ・報道機関（ＮＨＫ，道新，函新，読売）  

４ 内 容  

(1) 開 会  

(2) 商工観光部長挨拶  桜井商工観光部長  

(3) 委員紹介      川崎観光課長  

(4) 委員長挨拶     番匠座長  

(5) 専門部会長の選出  

 ○番匠座長 

  ・設置要綱の第４条第４項に「市長は，必要に応じて委員会に専門部会を置く

ことができる」とあり，既にハード系事業を討議する「第１部会」とソフト

系施策を討議する「第２部会」が設置されている。  

・委員の皆様にも，どちらかの部会に所属いただいているが，この専門部会を

進めていくうえでは，議事進行などもあるので部会ごとに専門部会長をおく

こととしたい。自薦他薦などあればご発言いただきたい。  

 

 ○丸藤委員 

  ・観光基本計画を策定する際の専門部会長を，それぞれ星野さんと根本さんに

お願いしたが，そのときの手腕からすれば今回もお願いするのが妥当と思う

が。  

 

 ○番匠座長  

  ・第１部会（ハード系）を星野委員，第２部会（ソフト系）を根本委員という

意見がありましたがいかがでしょうか。  

 

  （全員了承） 

 ○星野部会長  挨拶 

 ○根本部会長  挨拶 
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 (6) 資料説明   川崎観光課長  

(7) 討 議  

 ○番匠座長  

  ・この場で最初に確認しておきたいが，この会議の結果については取りまとめ

て，「答申する」ということでよいのか。  

 

 ○川崎観光課長  

  ・答申というより，意見書という形で取りまとめていただきたい。  

 

 ○番匠座長  

  ・資料では本日は部会のテーマを決めるとあるが，まずはご意見をいただいて，

それをどちらの部会で検討するのか，私と事務局で決めると言うことでよい

か。（了承）  

  ・できるだけ建設的，具体的なご意見をいただきたい。  

 

 

  ・まずは私から話題提供したい。私，同窓会の幹事をしているが，どうせなら

温泉に泊めたいなと思うものの現実には，温泉旅館で一人一部屋というのは

難しい。結局，ビジネスホテルになりそうなのだ。そこから考えてみると，

ビジネスマンで仕事が終わって温泉に入りたいと思っている人は多いと思

うので，温泉街にもビジネスホテルがあってもいいし，あるいは温泉旅館に

もそのような部屋があっても良いと思っていた。  

 

 ○鎌鹿委員  

  ・最近は一人一部屋でも泊めるところが多くなってきているが，函館ではまだ

そのようになっていないところが多いと思う。  

 

 ○河内委員  

  ・言い訳になるが，昔は一部屋に複数名でなければ泊めなかたっが，今はそう

いうことを言っていられなくなってきており，一人一部屋で泊めるところも

多くなってきていると思う。  

 

 



 ○星野委員  

  ・ビジネスミーティングで函館は人気のあるところで，大体コンベンションに

は１人で来ることが多い。  

  ・湯の川でも，実は（一人一部屋という）ご相談に応じられるというところも

ある。  

  ・客はだめだろうと思いつつホテルに聞くのだが，良いケースもあるし，だめ

なケースもある。そういった情報はホテル側が一番多く持っているのだから， 

   情報の開示をしなければならないと思う。  

  ・一部屋に複数人泊めることができる（うまみのある）団体客を先にとって，

部屋が余った時に個人客を泊めたい気持ちも分かるが，時期的予想を立てて，

スペシャルプランなどを組むなど，いろいろなパターンがあることを情報発

信できればよいと思う。  

 

 ○内村委員  

  ・そうしたコンベンション需要の受け入れ施設であるコンベンションホールに

ついて，来るべき新幹線のこともあり，もっとキャパシティの大きいものが

必要になってくると思うので，部会での理解を得ながら検討を深めるべきと

考える。  

 

 ○番匠座長  

  ・私もそれは必ず盛り込もうと思っていたので，第１部会で検討していただけ

ればと思う。  

 

 ○土田委員  

  ・コンベンションホールがないということで，他都市と競合した場合，函館が

敬遠されている。  

  ・学会などでは，一人一部屋というケースが多く，1,000 人規模になると函館

にはキャパがなくなるが，一人一部屋の客には駅前のビジネスホテル，家族

連れなど２名以上の客には湯の川に泊まっていただくなど工夫している。  

  ・最近，温泉付きのビジネスホテルもでてきており，いろいろなパターンに対

応できるのが函館の特異性なのかもしれない。  

  ・組織団体などの大会については，組織なのではじめから一部屋何名という形

で部屋割りができる。  



 ○番匠座長  

  ・コンベンションホールの問題点としては，稼働率や利用方法などであり，そ

の辺を十分に考慮し，多面的に検討する必要があると考えている。  

 

 ○土田委員  

  ・全国のコンベンションホールをみると，スポーツ合宿やコンサートができる

多目的ホールの形が多い。  

  ・あまり大きなものを考えると難しくなるので，2,000~3,000 ぐらいで，いろ

いろな文化人がコンサートやイベントなどを行えるぐらいが適当だと思う。 

 

 ○河内委員  

  ・2,000~3,000 程度の大きさは私もいいと思う。そう考えた場合に，今の市民

会館がだいぶ古くなってきているので，市民体育館を別のところ（合併した

地域など）にもっていって，現在地に 2,000~3,000 の新しい市民会館を建設

すればいいと思う。  

  ・こういう委員会で具体的な案を提示すれば良いと思う。  

  ・5,000 人とか 10,000 人とかは考えられないし，改めて 2,000~3,000 のものを

作れば現在の市民会館の利用がなくなってしまうので，今あるものを作り直

した方が良いと思う。  

  ・今の市民会館が倍になったとしても，あの形であれば利用は少ないだろうか

ら，やはり多目的でなければならないと思う。  

   

 ○番匠座長  

  ・函館市の都市レベルに見合った大きさというものを考えなければならない。  

  ・体育館もだいぶ老朽化してきていると思う。  

 

 ○内村委員  

  ・体育館は，スポーツ施設が千代台に集約されているので，千代台か，あるい

は４支所方面にもっていくしかないのではないのか。  

  ・新潟のホールでは，宿泊施設が付設されたものもある。  

 

 ○番匠座長  

  ・コンベンションホールがあれば，学会などをいくらでも呼んでくることがで



きる。函館はそういうものを呼ぶのに適しているところだと思う。函館にき

たいという声は多々あるようだ。  

 

○河内委員  

  ・先ほどの話に戻るが，１人１万円で泊まれるホテルで，２人部屋なら２万円

となる。じゃあその部屋を１人で泊まると２万円になる。ホテル側もそれは

とれないからということで 15,000 円とかになってしまう。それをはじめか

ら１万円で泊まれないという考え方をされると困る。  

・ビジネスは 7,000~8,000 円，シティホテルは 10,000 円，湯の川に泊まるの

は 15,000 円というような考え方をしていただければなと思う。  

 

○丸藤委員  

  ・コンベンションホールの関係だが，現実問題として函館で 2,000~3,000 人動

員できるコンサートはあり得ない。今のホールでも，満席になるのは年に１

回か２回だと思う。  

・アーチストの話を聞くと 400~500 人のホールで，いいものを聞かせるシステ

ムが欲しいという。  

  ・また，何千人の人が函館に来たときに，函館市民の印象が悪ければただ印象

を悪くして帰るだけだ。  

  ・コンベンションの場合，観光客とは違い，行きたいから来るのではなく，そ

こで開催されるから来るわけで，そういった人たちを函館の虜にさせるよう

な，市民との交流などを考えておいた方がよいと思う。  

  ・湯の川のホテルは若いカップルには印象が悪い，温泉はいいが，食事がまず

い。という話を聞くことが多い。  

  ・新幹線が来ると経済効果があるとよく聞くが，宿泊しないで次の目的地に移

動する人も出てくると思う。わざわざ函館に泊まらなくてもいいようになっ

てしまう。  

  ・函館に泊まりたくなるような，心を癒す仕組みを作らなければならないと思

う。  

  ・私もまちかど案内所をやっているが，函館の人は函館を街を知らなすぎる。

函館市の観光ガイドのような参考書なり虎の巻のようなものが必要だと思

う。京都や東京でやっている検定などの制度があるが，そういうのも必要だ

と思う。  



 ○番匠座長  

  ・函館の観光ガイドはバスガイドさんが持っているものが最高だと思うのだが。 

なかなか手に入らないらしい。  

 

 ○阪口委員  

  ・私は函館にきてまだ日が浅いが，こんなにすばらしいところなのに，函館の

人は自信を持っていない。地元の人が地域の情報を持っていないように感じ

る。地域の人が自分のいるところの，色々すばらしいところを知るとずいぶ

ん変わってくると思う。  

  ・私は函館に来る前は湯の川温泉があることを知らなかった。函館は夜景のイ

メージが強すぎて，温泉があることすら知らない。  

  ・温泉にこんなに安く入れるということ自体がすごいと思う。  

 

 ○丸藤委員  

  ・湯の川のホテルは若いカップルには印象が悪い，温泉はいいが，食事がまず

い。という話を聞くことが多い。  

・函館の食べ物に対する期待値が高いので，それ以上のものをださないといけ

ない。ハードルが高いところで勝負しないといけないので大変だと思う。  

 

 ○鎌鹿委員  

  ・同じ食事でも，仲居さんが少し説明を加えてくれるだけでずいぶんと違って

くると思う。  

 

 ○星野委員  

  ・先日モバイルバーカウンタープロジェクトというものをやって分かったこと

だが，あそこがシンボリックな場所であることを誰も教えていない。  

  ・実はそういうところが函館にはたくさんあり，そういったことを“知らせる”

情報戦略が必要だと思う。  

  ・まずは函館市民が外に出てくるような仕組みが必要だと思う。  

 

 ○石田委員  

  ・観光客をおもてなしする心ができていないと言うことは，そういう教育を子

供にできなかった大人の責任だと思う。  



  ・子供たちがそのような教育しか受けていないように感じる。  

  ・函館はすばらしいものを持っていることを大人が自覚し，子供たちにそれを

伝えていかなければならないことを自覚しなければならないと思う。  

 

 ○松木委員  

  ・数年前クリスマスファンタジーの時，大阪から２泊３日のパックで，１万８

千円ぐらいのものがあった。函館をこんなに安売りするためにがんばってい

たのかととてもショックを受けた。  

  ・湯の川温泉についても，情緒性が少し足りない気もするが，例えばこの時期

には安く泊まれるといった情報の発信が必要だと思う。  

  ・地元の人間たちが子供たちに教えていくような仕組み，例えば子供たちが自

分で体験ガイドできるようなことをしたらいいと思う。  

 

 ○番匠座長  

  ・何人かの委員から情報発信と言葉が出たが，裕福だと思われる年金生活者(ネ

ットなどを使いこなせない)にどのように発信していくか，そいった面も考え

なければならないと思う。  

 

 ○鎌鹿委員  

  ・ホスピタリティに関することだが，以前，駅前の観光案内所が外国人観光客

に対する接客がとても良く印象深かった。ほんのちょっとのことなのだが，

本人がどれだけ自覚しているかの問題だと思う。  

・ご年配の方にインターネット上の情報を教えてやれる仕組みを作れば大丈夫

だと思う。また，会社がどれだけ社員に（ホスピタリティを）たたき込んで

いるかだと思う。  

 

 ○根本委員  

  ・政策的に子供たちに地域を知るような総合学習を組むことができないだろう

か。地域の街づくりにもなると思う。  

  ・また，地域の人々が函館をもっと理解し，それにプレミアがつくような地域

のガイド検定などのシステムを構築すれば，ホスピタリティが向上すると思

うが。  

 



○河内委員  

  ・愛想のいい子に事務仕事をたたき込むのと，事務仕事ができる子に愛想を教

え込むのは前者の方が教えやすい。資質の問題でもあるが，そういう子を社

会に送り出して欲しいと思う。  

 

 ○番匠座長  

  ・ホスピタリティを持つと言うことは，人に対する思いやりを持つということ

である。最近殺伐とした世の中で，これまで日本全体がそういうしつけなり

教育をしてこなかったと思う。  

 

 ○二本柳委員  

  ・子供たちがもっと街を愛する（知る）ことが大事だと思う。子供たちに歴史

や文化などを教えることが大事だと思う。  

  ・市民が函館の街を知らなすぎるので，そういったものの向上策をシステムと

して展開できないものかと考えていたところである。  

 

 ○星野委員  

  ・水道局が作成したビデオ（水道の歴史）ですばらしいものがあるのだが，そ

ういう公共資源が埋もれている。  

  ・ご年配の方にインターネットの情報を教えられる仕組み（人のクッション）

が必要。  

 

 ○番匠座長  

  ・それでは，本日出された意見を踏まえて，部会長と事務局とも討ち合わせて

討議しテーマを決めさせていただきたいと思う。事務局から次回の日程をお

知らせ願いたい。  

 

 ○事務局  

  ・第２回目は１１月中旬に開催する予定で，それまでに部会を２回程度開きた

いと思う。  

 

 ○鎌鹿委員  

  ・新しい観光入り込みの数字やアンケートなどを教えて欲しい。  



○河内委員  

  ・湯の川温泉や市内ホテルの宿泊数を教えて欲しい。  

 

 ○丸藤委員  

  ・パンフとマップを今度持ってきて欲しい。  

 

 ○番匠座長  

  ・港湾計画におけるコンベンション施設の位置づけなど，他の部署での観光関

連計画についても，抜粋資料を提出されたい。  

 

 ○事務局  

  ・関係資料については，可能な限り集約し，提出させていただく。  

  ・湯の川温泉街活性化推進懇談会が非常に盛り上がっているので，話題提供の

意味からも関係資料を提出させていただく。  

 

 

(8) 閉 会  

  

 



 

函館市観光アドバイザー会議における討議テーマについて 

 

 

１ 意見・提言の分類 

   第 1 回函館市観光アドバイザー会議（平成１７年９月１４日開催）における意見

および提言を，以下のとおり分類整理した。 

 

 (1)湯の川温泉街活性化関連  
・湯の川での一人一部屋泊は難しいが，温泉ホテルのビジネス需要は少なくない

ので，そうしたニーズにも対応できるシステム検討が必要（番匠座長）  
・他の温泉地では，一人一部屋泊を可としている場合が多いようだ（鎌鹿委員）  
・昔は一部屋に複数名が必須条件だったが，現在は一人一部屋で泊めるところも

多くなってきている（河内委員）  
・湯の川でも，ケースバイケースで一人一部屋対応が可または不可となる。大切

なことはその種の情報をホテル側が積極的に情報開示し，稼働状況に応じた弾

力的な運用を行うということではないか（星野委員）  
・湯の川温泉では，例えば「この時期には安く泊まれる」といった情報の発信が

必要ではないか（松木委員）  
・学会などでは，一人一部屋というケースが多く，その場合は駅前のビジネスホ

テルに，また，家族連れなど２名以上の客には湯の川に宿泊いただく。いろい

ろなパターンに対応できるのが函館の特異性である（土田委員）  
・一室２名利用で２万円の部屋は，１人で宿泊しても２万円だが，ホテル側の弾

力的運用で 1 万５千円程度に落ち着かせている。それを１万円で泊まれないの
か？という考え方をされても困る。ビジネスは７～８千円，シティホテルは１

万円，湯の川は 1 万５千円という考え方をしていただければと思う（河内委員） 
・湯の川のホテルは若いカップルに印象が悪いという話をよく聞く。函館での食

事の期待値は大きいので大変だとは思うが（丸藤委員）  
・函館は夜景のイメージが強すぎて，温泉があることすら知らないという観光客

は意外と多いのではないか。温泉ホテルの宿泊料金や入浴料金がこんなに安い

ということ自体が素晴らしいと思う。（阪口委員）  
・同じ食事でも，仲居さんが少し説明を加えてくれるだけでずいぶんと違ってく

ると思う（鎌鹿委員）  
 

(2)コンベンション関連 

・コンベンションホールについては，来るべき新幹線時代対応という意味からも

もう少しキャパの大きい施設が必要になってくると思われるので，部会での理

解を得ながら検討を深めるべき(内村委員) 

・コンベンションホールについては，第１部会での検討テーマとすべき。ただし，

稼働率や利用方法などが問題となることから，その辺を十分に考慮し，多面的

に検討する必要がある（番匠座長） 

・コンベンションの開催地として，函館の人気度は高い（星野委員） 

・大規模大会に対応できる施設が僅少ゆえ，他都市に負けている状況。全国のコ

ンベンションホールをみると，スポーツ合宿やコンサートができる多目的ホー

ルの形が多いようだ。あまり大きなものを考えると難しくなるので，２千～３
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千位で，多様なコンサートやイベント等に対応できるものが適当（土田委員） 

・２千～３千程度が適当。市民会館の老朽化が著しいので，市民体育館を合併地

域などに移設し，現在地に新たな市民会館を建設することを検討すべき（別途

２千～３千のホールを作った場合，現在の市民会館の利用が激減するゆえ）。な

お，今の市民会館が倍の規模になったとしても，あの形であれば利用は少ない

であろうから，やはり多目的でなければならないと思う（河内委員） 

・函館市の都市レベルに「見合った」大きさというものを考慮する必要がある。

体育館もだいぶ老朽化してきていると思う（番匠座長） 

・スポーツ施設が千代台に集約されているので，体育館は千代台，あるいは４支

所方面にもっていくしかないのではないのか。新潟のホールでは，宿泊施設が

付設されたものもあった（内村委員） 

・コンベンションホールがあれば，多くの学会などを招致できる。函館は学会の

開催地として適しており，「函館に行きたい」という声は多々ある（番匠座長） 

・現実的に函館で２千～3 千人動員できるコンサートなどはあり得ないし，今の

ホールも満席になるのは年に１～２回程度。アーチストの話を聞くと４百～５

百位のホールで，良いものを聞かせるシステムが欲しいとのこと（丸藤委員） 

 
(3)ひとづくり関連  
①観光検定関連 

・函館人は函館の街を知らなすぎるので，函館観光の参考書や虎の巻のようなも

のが必要ではないか。また，京都や東京で実施している観光検定制度なども必

要ではないか（丸藤委員）  
・函館の観光ガイドはバスガイドさんが持っているものが最高だと思うのだが，

なかなか手に入らないらしい（番匠座長）  
・函館は，外から見でも素晴らしいマチなのに，函館人は自信を持っていない。

また，地元人が地元のことをわかっていないように感じるので，その辺が解消

されれば随分変わるのではないか（阪口委員）  
・地域の人々が函館をもっと理解し，それにプレミアがつくような地域のガイド

検定などのシステムを構築すれば，ホスピタリティが向上すると思うが。  
・子供たちがもっと街を愛する（知る）ことが大事だと思う。子供たちに歴史や

文化などを教えることが大事だと思う。市民が函館の街を知らなすぎるので，

そういったものの向上策をシステムとして展開できないものかと考えていたと

ころである（二本柳委員）  
 ②ホスピタリティ関連 

・コンベンション参加者は「受動的」な函館訪問者だが，その種の人達たちを函

館の虜にさせるような仕組み（市民との交流など）を考えておいた方がよい。

同様に，新幹線の開通は函館に宿泊しない層の増加にもつながるので，函館に

泊まりたくなるような，心を癒す仕組みを作らなければならない（丸藤委員）  
・ホスピタリティを持つと言うことは，人に対する思いやりを持つということ。

最近殺伐とした世の中で，これまで日本全体がそういうしつけなり教育をして

こなかったと思う（番匠座長）  
・水道局が作成したビデオ「水道の歴史」で，素晴らしいものがあるのだが，そ

ういう公共資源が埋もれている（星野委員）  
③教育関連 

・観光客をおもてなしする心ができていないのは，そういう教育を子供にできな

かった大人の責任。子供たちがそのような教育しか受けていないように感じる。 



函館の素晴らしさをまずは大人が自覚し，次に，子供たちにそれを伝えていく

必要があるということに気づかなければならない（石田委員）  
・地元の人間たちが子供たちに教えていくような仕組み，例えば子供たちが自分

で体験ガイドできるような仕組みを検討すべき（松木委員）  
・駅前観光案内所の外国人観光客に対する接客がとても良く印象深かった。ちょ

っとしたことだが，本人の自覚の程の問題である。また，会社がどれだけ社員

にホスピタリティを叩き込んでいるかということも大きい（鎌鹿委員）  
・政策的に，子供たちが地域のことを学べるような総合学習を組むことができな

いだろうか。地域の街づくりにもなると思う(根本委員) 
・愛想のいい子に事務仕事をたたき込むのと，事務仕事ができる子に愛想を教え

込むのは前者の方が教えやすい。資質の問題でもあるが，そういう子を社会に

送り出して欲しい（河内委員）  
 

(4)情報化関連 

・先日，旧桟橋でイベントを開催したが，あそこがシンボリックな場所であるこ

とを誰も教えていない。実は，そういう場所が函館には沢山あるので，それら

を“知らせる”情報戦略が必要ではないか。また，まずは函館市民が外に出て

くるような仕組みが必要（星野委員）  
・何人かの委員から情報発信という言葉が出たが，裕福だと思われる年金生活者

(ネットなどを使いこなせない)にどのように発信していくか，そういった面も
考えなければならない（番匠座長）  

・ご年配の方にインターネット上の情報を「提供する」あるいは「教えられる」

仕組みを作る必要があるのではないか（鎌鹿委員，星野委員）  
 

 
２ 討議テーマの抽出 

上記の分類整理をもとに，次のとおり討議テーマを抽出した。 

(1)湯の川温泉街活性化 

(2)コンベンション 

(3)ひとづくり（観光検定，ホスピタリティ，教育） 

(4)情報化 

 
 
３ 討議テーマの担当 

座長および両部会長討議の結果，部会での討議テーマの担当については，   
・第一部会：「湯の川温泉街活性化」，「コンベンション」 

・第二部会：「ひとづくり」，「情報化」 
  

とするのが妥当であるとの結論に達した。 

しかしながら，今回抽出の４テーマについては，何れもハードとソフトの両面を内

包していることから，今後の部会運営にあたっては，両部会において柔軟かつ複層的

に取り扱うこととした。  
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コンベンション・ビューローとコンベンション施設の設置状況 

 
 
１ コンベンション・ビューローの設置状況（※全国６９団体） 

 
(1) 北海道内（５団体） 

  ・（財）札幌国際プラザ                     札幌市 

・旭川コンベンションビューロー                旭川市 

・（社）釧路観光協会                     釧路市 

・コンベンションシティ北見推進協議会             北見市 

・（社）函館国際観光コンベンション協会            函館市 

 

(2) 北海道以外（６４団体） 

 ・（社）青森観光コンベンション協会              青森市 

・弘前観光コンベンション協会                 弘前市 

・（財）盛岡観光コンベンション協会              盛岡市 

・（財）仙台観光コンベンション協会                  仙台市 

・気仙沼コンベンションビューロー協議会             気仙沼 

・（財）秋田観光コンベンション協会              秋田市 

・（財）山形コンベンションビューロー             山形市 

・庄内観光コンベンション協会                東田川郡 

・（財）郡山コンベンションビューロー             郡山市 

・つくばコンベンションビューロー              つくば市 

・宇都宮観光コンベンション協会                宇都宮市 

・（財）前橋コンベンション・ビューロー            前橋市 

・（社）さいたま観光コンベンションビューロー      さいたま市 

・（財）ちば国際コンベンションビューロー        千葉市 

・（財）東京観光財団                  千代田区 

・（財）横浜観光コンベンションビューロー        横浜市 

・箱根コンベンションビューロー             足柄下郡 

・（財）富士吉田コンベンションビューロー        富士吉田市 

・（財）ながの観光コンベンションビューロー       長野市 

・松本コンベンションビューロー            松本市 

・（財）新潟観光コンベンション協会           新潟市 

・長岡観光・コンベンション協会             長岡市 

・（財）富山コンベンションビューロー          富山市 

・（財）金沢コンベンションビューロー          金沢市 

・（財）福井コンベンションビューロー          福井市 

・（財）岐阜観光コンベンション協会           岐阜市 

17/10/6 開催 第１回専門部会 

資   料 ３  
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・飛騨・高山コンベンションビューロー         高山市 

・南飛騨・下呂温泉コンベンションビューロー      下呂市 

・（財）静岡コンベンションビューロー          静岡市 

・（財）浜松観光コンベンションビューロー        浜松市 

・（財）名古屋観光コンベンションビューロー       名古屋市 

・豊橋観光コンベンション協会             豊橋市 

・伊勢志摩観光コンベンション機構           伊勢市 

・（社）びわこビジターズビューロー           大津市 

・京都コンベンションビューロー            京都市 

・（財）奈良コンベンションビューロー         奈良市 

・（財）大阪観光コンベンション協会           大阪市 

・（社）堺観光コンベンション協会            堺市 

・（財）神戸国際観光コンベンション協会         神戸市 

・姫路コンベンションビューロー            姫路市 

・岡山コンベンションビューロー              岡山市 

・（社）倉敷観光コンベンションビューロー       倉敷市 

・（財）広島観光コンベンションビューロー       広島市 

・（財）とっとりコンベンションビューロー       米子市 

・松江コンベンションビューロー（財）くにびきメッセ  松江市 

・（財）山口観光コンベンション協会           山口市 

・（社）下関観光コンベンション協会          下関市 

・（財）高松観光コンベンション・ビューロー      高松市 

・（財）徳島コンベンションビューロー          徳島市 

・鳴門市観光コンベンション（株）         鳴門市 

・（財）松山観光コンベンション協会          松山市 

・（財）高知県観光コンベンション協会         高知市 

・（財）福岡観光コンベンションビューロー       福岡市 

・(財)西日本産業貿易コンベンション協会        北九州市 

・（財）久留米市観光コンベンション協会        久留米市 

・（社）長崎国際観光コンベンション協会        長崎市 

・（社）長崎県観光連盟                長崎市 

・（社）大村市観光コンベンション協会         大村市 

・（財）別府コンベンションビューロー         別府市 

・（財）佐世保観光コンベンション協会         佐世保市 

・（財）熊本国際コンベンション協会          熊本市 

・（財）みやざき観光コンベンション協会        宮崎市 

・（財）鹿児島観光コンベンション協会         鹿児島市 

・（財）沖縄観光コンベンションビューロー       那覇市 

 
 （出典：日本コングレス・コンベンション・ビューローＨＰ） 
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２ コンベンション施設の設置状況（参考事例）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

№
都道府
県名

市町
村名

団　　体　　名
人口規模
（万人）

主な施設名
最大収
容人数
（人）

ホール
面積
（㎡）

1 北海道 函館市
（社）函館国際観光ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ協

会
28 函館市民会館 1,370 342

2 北海道 札幌市 (財)札幌国際プラザ 185 札幌ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝｾﾝﾀｰ 2,500 2,600

3 北海道 旭川市 旭川コンベンションビューロー 36 旭川大雪アリーナ 6,500 3,024

4 北海道 釧路市 （社）釧路観光協会 19 釧路市観光国際交流センター 1,600 1,800

5 北海道 北見市 ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝｼﾃｨ北見推進協議会 11 北見芸術文化ホール 576 －

6 青森県 青森市 （社）青森観光コンベンション協会 30 青森市文化会館 2,185 648

7 岩手県 盛岡市 （財）盛岡観光コンベンション協会 28 アピオ 8,000 3,600

8 秋田県 秋田市 （財）秋田観光ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾋﾞｭｰﾛｰ 31 秋田県民会館 1,839 －

9 福島県 郡山市 （財）郡山ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾋﾞｭｰﾛｰ 33 ビックパレットふくしま 5,500 5,495

10 東京都 千代田区（財）東京観財団 1,208 東京国際フォーラム 5,012 －

※人口規模：「平成１６年度版全国市町村要覧」
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（１）函館市 

 
 

検索の結果 3 件が該当しました。 

1～3 件目まで表示しています。 

全 1 ページ中 1 ページ目です。 
 

 

 

■函館市民会館 ■エリア：函館市(湯の川) 

 

1370 名収容の大ホールの他小ホール等を持つ施設。コンサート・.. . 

■問い合わせ先：函館市民会館 電話：0138-57-3111 
 

 

 

■函館市民体育館 ■エリア：函館市(湯の川) 

 

スポーツ健康都市宣言の中心拠点として活用されている施設で日...  

■問い合わせ先：函館市民体育館 電話：0138-57-3111 
 

 

 

■サン・リフレ函館 ■エリア：函館市(他) 

 

各種のスポーツ催事にも利用されており、和室研究室、工芸実習...  

■問い合わせ先：サン・リフレ函館 電話：0138-23-2556 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 - 5 - 

（２）札幌市 

 

 

 

2003 年 6 月、都心から約 3km の札幌市白石区東札

幌にオープンした総合型施設です。 

地下 1 階地上 3 階建、延べ床面積約 20,000m2 の建

物です。主要施設は、シアター形式で 2500 人が収容

できる広さ 2600m2 の大ホールをはじめ、6 カ国語の同

時通訳が可能な特別会議場、レセプションにも対応で

きる中ホール、固定席の小ホール、大小 15 の会議室

で構成されています。大ホールは各種展示やイベント

など多目的にもご利用いただける設計で、さらに約

3000m2 の屋外展示スペースを設けています。  

所在地：札幌市白石区東札幌 6

条 1 丁目 

 

 

 

2001 年 6 月にオープンした札幌ドーム(HIROBA)は、

様々な大規模イベントの拠点となる全天候型多目的ド

ームです。地上 4 階地下 2 階建てで固定客席数は

42,831 席、最大収容人数は 53,845 人が収容できま

す。野球やサッカーなど、目的・用途に応じて座席を変

更することが可能です。 所在地：札幌市豊平区羊ヶ丘 1

番地 

 

 

 

白石区流通センターにあるアクセスサッポロは、北海

道で最大、5,000m2 の展示場です。屋外展示場､大小

会議室､レセプションホールもあり､大展示場と組み合

わせての利用も可能で、各種イベント・見本市・展示

会・集会・会議等のコンベンション施設として最適な多

目的スペースです。  

所在地：札幌市白石区流通セン

ター4 丁目 3 番 55 号 
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（３）旭川市 

 

 〒070-8004 旭川市神楽 4 条 7 丁目 

 TEL:(0166)61-9952(代) FAX:(0166)63-0099 

 交通：旭川空港 →(車 30 分)→ JR 旭川駅 →(車 10 分)→ 旭川大雪アリーナ 

 

  

アリーナ全景 日本高等学校 PTA 連合会全国大会 

  

（社）日本青年会議所 第 51 回全国会員大会旭川大会 

見本市からスポーツ大会まで 

 JR 旭川駅の南、三浦綾子の小説「氷点」の舞台として知られる外国樹種見本林の近くに建つこのア

リーナは、半円形のシェルターが特徴。60mＸ30m のスポーツフロアーは、冬はアイスホッケーを中心とし

たスケートリンクに、また国際級のスポーツ大会や見本市、各種大会、コンサートなど多目的なイベント

に利用できるよう、音響、照明などにも最新の設備を備えています。 
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（４）釧路市 

 道東観光の玄関口と言わ

れる釧路市は、釧路湿原国

立公園に代表される豊かな

自然と都市とが共生してい

る街です。  

 釧路市内には、多種多様

のコンベンション施設がとと

のっております。  

（社）釧路観光協会では宿泊施設、会議施設の御紹介を始め、観光案内パンフレットサービス等皆様方の

ニーズに御満足いただけるよう対応させていただきます。  

会議等施設  

名 称 

床面

積 

(m2) 

会議(人) レセプション(人) 

備 考 

連絡先 

市外局番

(0154) 

シアタ

ー 

スクー

ル 

着席 

(ディナ

ー) 

立食 

(ブッフ

ェ) 

釧路市観光国際交流セン

ター 
1,800 1,600 1,200   

同時通訳あ

り 
31-1993 

釧路市民文化会館 1,524 1,500     24-5005 

釧路市生涯学習センター 559 800     41-8181 

釧路プリンスホテル 610 720 430 400 600  31-1111 

釧路全日空ホテル 600 700 480 400 600  31-4111 

釧路キャッスルホテル 759 1,000 600 800 1,040  43-2111 

釧路パシフィックホテル 450 450 231 396 514  24-8811 

サンピア 720 850 510 460 700  31-1143 
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（５）北見市 

 

北見芸術文化ホール[きた・アート 21]  

Kitami A rt  & Culture Hal l  

 

21 世紀のテーマである生涯学習を推進するため、 

またオホーツク圏の芸術文化の中核・拠点施設です。 

 

 

■住所／090-0811 

 北見市泉町 1 丁目 2 番 22 号  

■TEL／0157-31-0909 

■FAX／0157-68-1537 

●URL/(北見市)http://www.c ity.kitami . lg . j p/ 

■交通 

 JR 北見駅よりプロムナードを通り、徒歩 3 分  

 タクシー／JR 北見駅より 10 分  

■駐車場／あり（400 台）無料  

■宿泊／なし 

■飲食／なし 

●バリアフリー対応  

 

 

 

コンベンション会場  

基本使用料  

使用区分  

午 前  午 後  夜 間  全 日  

9 時～12 時 13 時～17 時  18 時～22 時  9 時～22 時  

音楽ホール 

ステージ 14.8×10.0 

固定席 576 席  

（車椅子席 3 席含） 

平 日  12,000 円 20,000 円 24,000 円  50,000 円

土日祝日  15,000 円 24,000 円 28,000 円  60,000 円

中ホール 

ステージ 14.4×12.4 

固定席 420 席  

（車椅子席 4 席含） 

平 日  7,500 円 11,200 円 15,000 円  28,500 円

土日祝日  9,000 円 13,500 円 18,000 円  34,200 円

※附帯設備使用料・冷暖房料金は別途
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（６）青森市  

 

青森市文化会館  

市街地の中央国道 4 号に面し、2,185

の座席を有する大ホールや大会議室、

中会議室、小会議室などがある青森市

最大のコンベンション施設です。  

 

 

ぱ・る・るプラザ AOMORI  

JR 青森駅の並びにあり、989 席の多

目的ホールや、リハーサル室・会議

室があります。  

 

 

青森産業会館  

車で会場内に入れる。  

各展示会や見本市・集会に適した施

設です。  

 

 

アウガ  

（青森市男女共同参画プラザカダー

ル）  

JR 青森駅前にあり、300 席の AV 多

目的ホールや研修室があります。  

 

 

青い森アリーナ  

青森県で最大の室内スポーツ施設。さ

まざまな展示会やイベントが可能で

す。  
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（７）盛岡市 

 

名  称 部屋名称 
床面積 

（㎡） 

会議（人） 
備考 

シアター スクール 

アピオ 

（岩手産業文化センター） 

アリーナ 3,600 8,000     

中会議場 600 426 200   

中会議場 300 210   ３分割可  

中会議場/５ 150～300 108～200     

小会議場 156 60   国際会議場／馬蹄型 

小会議場/５ 60～90 24～57     

展示場 2,805    別棟・屋根付 

ロビー/2 200      

岩手県民会館 

大ホール 2,271 1,991     

中ホール 661 602     

小会議場/５ 

96  66 第 1 会議室 

121  72 第 2 会議室 

63  30 第 3 会議室 

48  24 第 4 会議室 

52  16 第 5 会議室 

和室/20 
 20   第 1 和室 

 20   第 2 和室 

リハーサル室 120      

ロビー 85      

展示場 
222    第 1 展示室 

682    第 2 展示室 

 

 

 

 

 

 



 - 11 - 

（８）秋田市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施 設 名 写 真 最大収容人数 

秋田県総合生活文化会館 

（アトリオン） 

 

一部屋あたり 

【700 人】 

秋田県民会館 

 

一部屋あたり 

【1,839】 

秋田県生涯学習センター 

分館・ジョイナス 

 

一部屋あたり 

【150 人】  

秋田市文化会館 

 

一部屋あたり 

【1,188】 

秋田県生涯学習センター 

 

一部屋あたり 

【200 人】 

秋田県児童会館 

 

一部屋あたり 

【778 人】 

※劇場の定員人数 

秋田市立体育館 

 

一部屋あたり 

【6,068 人】 

秋田県立体育館 

 

一部屋あたり 

【6,000 人】 

秋田テルサ 

 

一部屋あたり 

【500 人】 
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（９）郡山市 

施設名  会場名  
面積  

（m2） 

収容  

人員  
会  レ 展  住所・電話・FAX  

ビッグパレットふくしま 

多目的展示ホール 5,495  5,500  ●  ●  ●  

安積町日出山字北千保 19-8  

郡山駅より車で 15 分  

郡山南 IC より車で 10 分  

TEL.024-947-8010 

FAX.024-947-8020  

コンベンションホール 953  1,000  ●  ●  ●  

マルチパーパスルーム 1  81  70  ●    

マルチパーパスルーム 2  96  90  ●    

中会議室  360  360  ●  ●  ●  

小会議室 1  60  50  ●    

小会議室 2・3  128  110  ●    

研修室  128  100  ●    

特別室  35  10  ●    

特別会議室  72  16  ●    

プレゼンテーションルーム 277  140  ●  ●   

野外展示場  3,085     ●  

郡山市民文化センター 

大ホール 2,002  2,004  ●    

堤下町 1 -2  

郡山駅より徒歩 20 分  

車で 5 分  

TEL.024-934-2288 

FAX.024-934-2326  

中ホール 1,000  806  ●    

展示室  622     ●  

第 1 会議室  36  27  ●    

第 2 会議室  36  27  ●    

第 3 会議室  144  84  ●    

第 4 会議室  84  48  ●    

特別会議室  81  20  ●    

集会室  417  300  ●    

和室  60  
(28

畳 )  
●    
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（１０）東京都 

 

会議施設 

施設名 
シアター 

スタイル 

立食  

パーティー 
地域  

東京国際フォーラム 5012 900 有楽町 

タワーホール船堀 1500 1500 江戸川区 

東京ビッグサイト(東京国際展示場） 1100 800 有明 

TFT(東京ファッションタウン） 900 900 有明 

TRC(東京流通センター) 594 - 羽田 

アカデミーヒルズ 六本木フォーラム 505 - 六本木 

東京国際交流館 プラザ平成 430 54 お台場 

丸ビルホール＆コンファレンススクエア 400 - 丸の内 

新丸コンファレンススクエア 300 - 丸の内 

時事通信ホール 300 250 銀座 

アカデミーヒルズ ARK フォーラム 200 - 六本木 

東京交通会館 - - 有楽町 
 

 

東京国際フォーラム   
エリア  有楽町・新橋・虎ノ門エリア   

 

 

施設名  東京国際フォーラム   

〒  100-0005 千代田区丸の内３－５－１   

TEL 03-5221-9000  

FAX 03-5221-9011  

最寄駅  
JR 有楽町駅から徒歩 1 分  地下鉄有楽町線有楽町
駅から徒歩 1 分  JR 東京駅から徒歩 5 分   

URL http://www.t-i-forum.co.jp  

駐車場  422 台 (有料）   

特徴  

コンベンション＆アートセンターとして多彩な催

事の展開が可能です。平成 15年 7月より社名変更。
料金変更予定。   

開業  1997.1.10  

 



１　東京の地形 １　明治以前の札幌 京都の歴史

２　東京の気候 ２　開拓使時代の札幌 京都の史跡

３　東京の植物 ３　明治後期から大正時代 神社・寺院

４　東京の温泉 ４　戦前の札幌 京都の神社

５　東京の自然と余暇活動 ５　戦後から平成へ 京都の寺院

第２章　自然 建築・庭園・美術

１　原始・古代・中世 １　気象 京都の建築

２　天下の総城下町(江戸時代/初・中期) ２　地形・地質 京都の庭園

３　太平の世（江戸時代／中・後期） ３　札幌の水 京都の美術

４　江戸から東京へ（幕末・維新期） ４　植生 芸術・文化

５　「東京」のあゆみ（明治～第２次大戦） ５　動物 伝統工芸

６　現代（戦後から平成へ） ６　温泉 伝統文化

PART３　政治・経済 第３章　政治・経済 花街

１　国政の仕組み １　市政 生活・行事

２　都政の仕組み ２　経済・産業 祭りと行事

３　都政の課題 ３　人口 京料理

４　東京の経済 第４章　生活文化 京菓子

１　四季折々のまつり 京都のならわし

１　産業構造全体の特色 ２　冬の暮らし ことばと伝説

２　農業・畜産業の展開 ３　スポーツ 京都の地名

３　水産業と林業の現状 ４　食 自然・観光

４　地域別に見る工業生産 ５　芸術文化 京都の自然

５　物流・流通と商業集積地 第５章　観光関連施設 京都の観光

PART５　生活文化 １　美術館 ※参考

１　生活 　　博物館 京の七不思議

２　都市景観 　　文学館 京都略年表

３　儀礼・習俗 ２　文化財 京都市内地図

３　名所・旧跡 京都市街地図

１　美術・工芸 ４　イベント施設 京都府地図

２　博物館・美術館 ５　ショッピングゾーン 京都市観光調査年報

３　音楽 ６　交通網の概要

４　演劇・舞踊・諸芸 第６章　周辺地域の特徴

１　小樽方面

１　飲食・宿泊 ２　千歳方面

２　アミューズメント＆ショッピング ３　石狩方面

３　基盤施設 ４　江別方面

４　イベント会場と公園・庭園 第７章　ガイドの基本情報

※参考　ガイドのための基本情報 １　ガイドのための基礎知識

１　出入国に関する基礎知識 ２　緊急時の連絡先

２　緊急時の連絡先 ３　案内窓口

３　外国人のための案内窓口 ４　外国人のための相談窓口

４　外国人のための相談窓口 ５　ボランティアガイド組織

５　その他の情報源

シティガイド　テキスト　目次一覧

東　　　　　京 京　　　　　都札　　　　　幌

PART４　産業

PART６　芸術

PART７　観光関連施設

PART１　自然 歴史・史跡第１章　歴史

PART２　歴史

17/10/6開催 第１回専門部会

資 料 ４
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・既存の歓迎塔は高くて写真撮影には不向きとのことだが，自動車から 
　の視認性については「低く」目立たない。 
・温泉街らしく「湯けむり（水蒸気などで）」を演出するモニュメント 
　のような歓迎塔の設置を検討すべきではないか。 

・松倉川にも鮫川にも大きな魚が棲息していたが，河川そのものは生活 
　排水が流れ込んだようなニオイがしていたので，何らかの対策が必要 
・河川の管理用地での雑草繁茂が著しいので，亀田川のように地域で清 
　掃等に取り組むような仕組みを構築すべき 
・湯の川地区は圧倒的に緑が少ない状況なので，河川管理用地の雑草も， 
　単に刈り込めばよいというものではなく，景色のなかに雑草も取り込 
　むことを検討すべき。人工物ばかりでは景観上からも良くない 
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・散策ルート沿いの空き地と駐車場は殺風景であり，植栽や花などによる修景 
　が必要 
・「朝の」または「半端な時間」を過ごせる散歩コースを設定し，紹介できれ 
　ば，旅のイメージが変わるのではないかと思った。温泉街の小径はその可能 
　性を秘めている。 
・アスファルト舗装されている散策路は照り返しがきついので，高年齢層をタ 
　ーゲットとするのであれば，植栽などによる緑陰づくりなどが必要 

 

・黒松林の景観は素晴らしいので，観光資源としてのＰＲや海との 
　連続性を高めるような景観誘導や整備などが必要 

  　17/10/6 開催　第 1回専門部会 

　　参考資料 １ 


